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　北海道の釧路川流域の末端には，面積約 190 km2 にお
よぶ日本最大の湿原である釧路湿原があり，タンチョウ

（表紙写真），オジロワシをはじめとする鳥類，イトウ，
キタサンショウウオ，エゾカオジロトンボなどの希少な

野生動植物が生育・生息している。
　釧路川は，かつて大きく蛇行しながら広大な氾濫原を
形成していたが，湿地の農地化，ならびに治水対策のた
め河道が直線化された。しかし，現状は，陸域では乾燥
化が進行し，水域では蛇行河川特有の希少魚類とその生
息域が減少している。
　本事業は，直線化された 1.6 km の河道を埋め戻し，
復元した 2.4 km の蛇行河川に全流量を流すものである。
　蛇行復元により，流速の遅い生息場所に棲む魚種の増
加や湿原植生の回復が見られるようになった。

釧路川の蛇行復元
写真提供：国土交通省 北海道開発局 釧路開発建設部

◇表紙写真説明◇
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